２０１５年６月１０日


港区長　武井雅昭　様
横田基地へのＣＶ22オスプレイの配備撤回を求める申し入れ
日本共産党港区議員団

　米国政府は、５月１１日、空軍の垂直離着陸輸送機ＣＶ２２オスプレイを、２０１７年以降、横田基地に新たに配備する方針を日本政府に通報しました。オスプレイの配備は、沖縄県以外では、初めてです。
　オスプレイは、開発段階から現在にいたるまで、墜落事故をはじめとした事故が相次いでいます。垂直方向と水平方向へのプロペラを切り替える飛行を特徴としているために転換モード時に機体が不安定になりやすい問題、飛行中にエンジンが停止した場合に安全に着陸できる「自動回転」機能がない問題など、重大な構造上の問題も指摘されています。
　くわえて、ＣＶ22オスプレイは、特殊作戦要員の輸送が主な任務であり、２０１２年の防衛省資料によっても、沖縄配備の海兵隊仕様のＭＶ22オスプレイと比較し、７倍もの事故率（１０万飛行時間当たりの事故件数）を記録しています。２０１０年にはアフガニスタンでの作戦中に４人が死亡する墜落事故、２０１２年には、米南部フロリダ州での基地演習中に墜落事故を起こしています。また今年５月１７日にはハワイオアフ島のベローズ空軍基地で墜落事故が発生し、海兵隊員２名が死亡しています。
　そもそも横田基地は、小中学校や保育園、老人ホーム、病院、住宅などの密集地にあり、首都に存在するという世界で例をみない外国基地です。年間1万回を超える離着陸などにより、騒音被害はもとより、航空機墜落や部品落下のような人命にかかわる事故の危険など、都民の命と生活が深刻におびやかされています。そのうえに、危険なＣＶ22オスプレイの配備は到底認められるものではありません。特殊訓練に使われるＣＶ22オスプレイの配備は、降下訓練や低空飛行、夜間訓練など危険度の高い訓練・飛行を首都圏をはじめ、全国に広げることにもなります。
　　港区には２３区で唯一の米軍へリポート基地があります。横田基地の問題は決して他人事ではありません。
区と区議会はこの間、一致して区民の安全と安心を図るため米軍ヘリポート基地の撤去を要請してきました。この立場から、日本共産党港区議員団は、港区が、日本政府及び米国政府・米軍に対して、横田基地へのＣＶ22オスプレイの配備撤回を断固とした姿勢で求めるよう、強く要請するものです。

